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村枝  哲弥
TEL 096-372-3800

熊本市中央区九品寺1丁目11-4
熊本県教育会館事務局

一
般
財
団
法
人

上半期事業報告
4面

新
年
を
迎
え
て

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
の
当
教
育
会

館
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
今

年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
館
の
福
利
厚
生
事
業
「
会
館
共
済
」
は
41
年
目
を
迎
え
、

昨
年
５
月
か
ら
の
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
で
は
、
会
館
共
済
推
進
員
が
学

校
に
伺
い
、
お
忙
し
い
中
、
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
41
次
か
ら
は
「
Ⅰ
型
３
大
疾
病
プ
ラ
ス
」
も
登

場
し
、
よ
り
充
実
し
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
文
化
事
業
の
『
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
』〜
育
児

休
暇
か
ら
復
帰
さ
れ
る
先
生
方
の
支
援
を
目
的
〜
は
、
８
月
８
日

（
金
）に
県
教
委
学
校
人
事
課
及
び
公
立
学
校
共
済
組
合
の
ご
協
力

の
も
と
開
催
で
き
、「
職
場
復
帰
に
向
け
て
多
く
の
情
報
に
触
れ

有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ
た
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
10

月
に
行
っ
た
『
教
育
会
館
寄
席
』
で
は
、
城
東
小
・
ゆ
う
あ
い
中
・

阿
村
小
・
泗
水
小
の
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
ま

し
た
。

　

昨
年
６
月
に
給
特
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
教
職
の
魅
力
向

上
と
専
門
職
と
し
て
の
待
遇
改
善
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
現
場

か
ら
は
抜
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

教
員
不
足
は
熊
本
県
を
は
じ
め
全
国
的
に
広
が
っ
て
お
り
、
現
場

の
先
生
は
大
変
な
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
会
館
は
熊
本
県
の
教
育
振
興
及
び
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
教
職
員
や
子
ど
も
た
ち
に

貢
献
す
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
長

村
枝
哲
弥

令和８（2026）年１月23日

２面　
カムバックセミナー
図書寄贈予定校
アートのひろば

３面　
会館共済
42次キャンペーン
熊本城復興寄付
かるた交流大会
将棋連盟大会

　10月28日（火）～30日（木）に熊本市、
上天草市、菊池市の４つの会場で実施
しました。どの会場も大きな笑い声と歓
声が響きました。大好評でした。児童・
生徒の皆さんが師匠方の噺に引き込ま
れている様子、太神楽の技にハラハラ
している様子、三味線の音に聴き入っ
ている様子から伝統芸能の素晴らしさ
を再確認しました。

落　語 柳家さん喬師匠
落　語 柳家喬之助 師匠
太神楽 翁家　和助師匠
三味線 金山　はる 師匠

ヨ ー ガ 教 室
教職員及び教育会館周辺の地域住民対象の「ヨーガ教室」
を2026年も実施します。

毎月第１木曜の 10時30分～12時00分
第３木曜の 18時30分～20時00分

日本ヨーガ学会認定准教授 木原 美保 先生

※来年度の募集は、令和８年２月に要項をホームページに掲載予定です。

講　師

実施日
（原則）

伝統文化や芸能の振興を図る事業として、令和８年度

も、教育会館寄席を実施します。会館寄席の実施を希

望される学校は所定の様式で応募をお願いします。

伝統文化や芸能の振興を図る事業として、令和８年度

も、教育会館寄席を実施します。会館寄席の実施を希

望される学校は所定の様式で応募をお願いします。

※募集要項は令和８年２月にホームページに掲載予定です。

教育会館寄席募集!!教育会館寄席募集!!

10月28日（火）9：40～
熊本市立城東小学校
児童243人　教職員15人

10月28日（火）18：50～
熊本県立ゆうあい中学校
湧心館高等学校定時制
生徒174人　教職員79人

10月29日（水）10：10～
上天草市立阿村小学校
児童62人　教職員15人

10月30日（木）10：30～
菊池市立泗水小学校
児童250人　教職員15人

出演者の皆さん

※落語協会会長である柳家さん喬師匠
は、本年度、文化功労者として顕彰
されました。
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図書寄贈 2026年度予定校

令和８年５月～６月に県下各地の学校を訪問・寄贈予定です。
※具体的な日程については４月中旬以降に各学校に連絡いたします。

アートの
ひろば
アートの
ひろば 
アートの
ひろば

　８月８日（金）に、熊本県教育会館において～育児休業者現場
復帰支援～「カムバックセミナー」を実施しました。県下各地
から15名（内男性１名【託児８名】）の参加がありました。県
教委学校人事課及び公立学校共済組合から「育児等に関する諸
制度の活用について」及び「共済組合関係について」について
詳しくご講演いただきました。また今年も、情報交換をしてい
ただく場を、設けることができました。今後の現場復帰に向け、
多くの情報に触れることができるセミナーとなりました。

～育児休業者現場復帰支援～カムバックセミナー～カムバックセミナーカムバックセミナー

12:30 お子様預かり　13:30 開会

共済組合関係について
講師　公立学校共済組合 尾方 美香主任主事

育児等に関する諸制度の活用について
講師　県教委学校人事課 中川 聖介参事

16:00 閉会 お子様引き取り ～16:30

セミナー１

セミナー２

ティータイム

セミナー１ セミナー２

情報交換・ティータイム 共済の説明

声参加者の

カムバックセミナー次第

熊本市
退職教職員
作品展
（11月）

松
野
郷
子
個
展（
12
月
）

【
め
ぐ
る
】

● 

● 

セミナー１

● 

● 

● 

● 

セミナー２

● 

● 

● 

● 

● 

情報交換

● 

● 

● 

● 

要望・その他

　第105号　（2）

（質問・情報交換）

地区 寄贈校

県北

荒尾中央小学校　玉名中学校　玉名町小学校

築山小学校  山鹿中学校　武蔵ヶ丘中学校

西合志南小学校　菊陽西小学校

県央

力合西小学校　大江小学校　北部東小学校

富合小学校　帯山中学校　出水中学校

託麻中学校　必由館高等学校

県南

宇土小学校　鶴城中学校　八代市立第一中学校

太田郷小学校　松高小学校　八千把小学校

人吉東小学校　あさぎり中学校

県立学校
天草拓心高等学校　翔陽高等学校

天草高等学校　天草工業高等学校
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会館共済は熊本の復興を
応援しています

（令和７年9月1日加入者数×20円）

を熊本城復元整備基金へ寄付しました。

「熊本地震復興支援キャンペーン」として

教育会館理事長から大西熊本市長へ手渡され、感謝状をいただきました。
来年度のキャンペーンでも引き続き復興支援は実施予定ですので、皆
様の多くのご加入をお待ちしております。

青木
副理事長

162,140円

大西
熊本市長

村枝
理事長

村上
市議

野口課長
太陽生命

澤本
専務理事

会館共済 42次キャンペーン

（3）　第105号

会会会会会会会会会会会会館館館館館館館館館共共共共共共共共共済済済済済済  444444444444222次次次次次次次次次キキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンペペペペペペペペペペペペーンンンンンンンンンンンン会館共済 42次キャンペーン

第８回熊本県教育会館杯
百人一首かるた交流大会（団体戦）

日本将棋連盟
熊本県支部

小学生名人戦

Ⅰ型生活保障 Ⅰ型充実介護プラン

Ⅱ型年金
Ⅰ型入院＆手術一時金

Ⅰ型医療プラン

Ⅰ型介護保障

■ 所属「市町村立」または「県立」を選択してください

■ 氏名（カタカナ）
■ 生年月日
■ 性別
■ メールアドレス
■ パスワード

学校訪問の際は、お気軽にご相談ください♪

《42次キャンペーン  学校訪問予定》
2026年５月11日（月）～６月５日（金）（予定）

の登録はもうお済みですか？の登録は録はもうお済みですか
おひさまねっとおひさまねっとおひさまねっと

か？すか
（Web）（Web）

2026年5月11日（月）～６月15日（月）
※システムメンテナンス等があった場合には使用できない時間があります。
お手続き期間

ユーザー登録の方法

●現在のご加入内容の確認（Ⅰ型保障・Ⅱ型年金両方とも）
●配当金情報の確認（Ⅰ型保障）
●現在の積立金残高情報の確認（Ⅱ型年金）

１年間を通してできること

お手続期間のみできること

●新規加入手続き（Ⅰ型保障・Ⅱ型年金両方とも）
●加入内容変更手続き（Ⅰ型保障）
●増口手続き（Ⅱ型年金）
※Ⅰ型・Ⅱ型は「会館共済のラインナップ」を参照。

会館共済のラインナップ

Ⅰ型３大疾病プラス
※ 重度疾病特約も付加可能

登録手続きは
パソコンでも
スマホでもできるよ！

おひさまねっと登録後にできること〉〉〉〉〉〉〉〉

〉〉〉〉〉〉〉〉

スマホでら
くらく

お手続き♪

12月７日（日）に教育会館において、伝統ある
「小学生名人戦」が開催されました。

（健軍小 ５年）益田 晴快さん優勝

主　　催 （一財）熊本県教育会館　熊本かるた会　
期　　日 令和８年２月22日（日）

※９時半受付10時開会（午後４時終了予定）
会　　場 熊本県教育会館５階ホール
競技方法 ①１チーム３人で源平戦をします。

　※チーム人数２名も可
②任意参加で「お坊さんめくり大会」を行います。

参加資格 県内小中学生
参 加 料 無料
参加区分 ①小学校の部（１～６年生）

③中学校の部（１～３年生）
④オープン参加の部（小１～中３年生）

定　　員 各部とも最大８チーム　
表彰　優勝、準優勝、３位（２チーム）

申　　込 令和８年２月1日～２月10日
「熊本かるた会」ホームページの「お問合せ」から

将棋

詳
細
は
熊
本
か
る
た
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

■ 個人コード（被保険者番号　半角９桁）
※個人コードがわからない方は教育会館へご連絡ください。

～制度の詳細はパンフレットをご覧ください。～

■ 団体アクセスキー（半角） k a i k a n 8 5
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１
財
政
運
営

⑴
会
館
建
設
基
金（
出
資

金
）は
出
資
依
頼
を
中
止

し
て
い
ま
す
の
で
新
た
な

出
資
は
あ
り
ま
せ
ん
。
返

済
は
、４
８
１
人
、４
，８

１
２
，０
０
０
円
で
し
た
。

そ
の
結
果
、現
在
の
残
額

は
３
２
，４
５
２
，０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
地
代
家
賃
は
、１
０
０
％

納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
会
議
室
利
用
は
、
約
４

６
０
万
円
と
前
年
同
様
で

す
。

⑷
保
険
共
済
事
業
の
集
金

手
数
料
収
入
は
約
１
，２

４
４
万
円
と
前
年
同
様
で

す
。
事
務
受
託
事
業
の
収

納
業
務
の
手
数
料
収
入
は

前
年
同
期
ほ
ぼ
同
額
の
約

64
万
円
で
す
。

⑸
会
館
経
営
の
安
定
の

た
め
に
、
各
種
引
当
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

事
業
譲
渡
に
か
か
わ
る
未

収
金
が
約
１
，３
４
０
万

円
あ
り
ま
す
。

⑹
会
計
は
「
区
分
経
理
」

に
よ
り
「
継
続
事
業
（
公

益
目
的
事
業
）」
の
適
正

な
執
行
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
ユ
ー
ス
会
計
社

と
の
契
約
を
継
続
し
、
適

正
な
処
理
と
円
滑
な
執
行

に
努
め
て
い
ま
す
。

２
管
理
業
務

⑴
夜
や
休
日
の
管
理
は
業

務
委
託
契
約
を
結
び
、
会

館
を
常
時
使
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た

深
夜
時
間
帯
は
機
械
警
備

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

⑵
安
全
管
理
及
び
設
備
・

備
品
の
保
守
は
、
専
門
業

者
と
契
約
を
結
び
行
っ
て

い
ま
す
。

⑶
１
階
ト
イ
レ
下
ピ
ッ
ト

は
毎
月
点
検
、
立
体
駐
車

場
は
日
成
ビ
ル
ド
工
業

（
株
）の
年
１
回
の
通
常
点

検（
無
料
）を
継
続
し
、
保

全
対
応
し
て
い
ま
す
。

⑷
火
災
の
未
然
防
止
と
万

一
の
災
害
に
備
え
る
た
め

４
月
８
日
、
11
月
６
日
に

防
火
対
策
委
員
会
を
開
催

し
、
防
火
管
理
組
織･

自

衛
消
防
組
織
を
編
成
、
確

認
し
ま
し
た
。
11
月
25
日

に
地
域
と
合
同
の
防
災
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。
消

防
設
備
の
点
検
を
９
月
26

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

⑸
個
人
情
報
保
護
基
本
規

程
に
基
づ
き
適
正
な
個
人

情
報
の
取
扱
い
に
努
め
て

い
ま
す
。

⑹
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
を

７
月
に
発
行
し
ま
し
た
。

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の

活
用
を
図
り
、
会
館
事
業

の
広
報
、
案
内
、
発
信
等

に
努
め
ま
し
た
。

３
保
険
・
共
済
事
業

⑴
会
館
共
済
の
加
入
促

進
は
、
41
次
記
念
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
、
５
〜
６

月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
館
共
済
Ⅰ
型
『
生
活

保
障
』
の
新
規
加
入
は
２

３
２
人
で
、
加
入
総
数
は

７
，７
５
１
人
と
な
り
ま

し
た
。『
介
護
保
障
』
の

新
規
加
入
は
17
人
で
、
加

入
総
数
は
２
，０
７
７
人
、

『
医
療
プ
ラ
ン
』
の
新
規

加
入
は
３
人
で
、
総
数
２
，

９
６
４
人
と
な
り
ま
し
た
。

本
人
・
配
偶
者
そ
し
て
親

の
介
護
の
た
め
の
『
充
実

介
護
プ
ラ
ン
』
の
新
規
加

入
は
１
３
１
人
で
加
入
総

数
は
１
，５
３
５
人
と
な

り
ま
し
た
。『
３
大
疾
病

プ
ラ
ス
』
の
新
規
加
入
は

１
８
３
人
で
加
入
総
数
は

６
４
１
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
『
入
院
＆
手
術
一
時
金
』

の
新
規
加
入
は
１
８
８
人

で
加
入
総
数
は
７
０
８
人

と
な
り
ま
し
た
。

　

過
去
５
年
間
の
遺
族
生

活
給
付
（
死
亡
・
高
度
障

害
）、
介
護
、
入
院
給
付

金
の
状
況
、
ま
た
会
館
独

自
の
特
別
給
付
金
の
給
付

状
況
の
対
前
年
比
較
は
下

記
の
通
り
で
す
。

⑵
会
館
共
済
Ⅱ
型『
年
金
』

の
新
規
加
入
は
１
人
で
、

加
入
総
数
は
３
１
４
人
に

な
り
ま
し
た
。

⑶『
傷
害
プ
ラ
ン
』
の
新

規
加
入
は
０
名
で
、
加
入

総
数
は
85
名
と
な
り
ま
し

た
。

⑷
会
館
共
済
特
別
給
付
金

の
申
請
に
対
し
て
は
、
給

付
の
適
正
・
迅
速
化
を
図

る
た
め
に
、
給
付
審
査
委

員
会
を
毎
月
２
回
開
催
し
、

半
月
毎
に
審
査
・
給
付
の

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

⑸
共
済
事
業
の
制
度
や
運

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

制
度
検
討
委
員
会
で
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
教
育
文
化
事
業

⑴
今
年
の
図
書
寄
贈
は
、

第
41
次
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
連
動
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
寄
贈
す
る
学
校
で

は
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
36
年
間
の
県
内

の
寄
贈
は
の
べ
９
１
４
校
、

そ
の
額
は
４
，２
６
８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
会
館
『
ヨ
ー
ガ
教
室
』

は
14
年
目
を
迎
え
好
評
で

す
。
４
月
に
開
講
式
を
行

い
毎
月
２
回
実
施
中
で
す
。

感
染
症
対
応
で
、
部
屋
の

広
さ
を
拡
大
し
、
換
気
に

気
を
つ
け
実
施
し
て
い
ま

す
。『
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ

ナ
ー
』
は
８
月
８
日
に
熊

本
県
教
育
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
県
教
育
委
員
会

学
校
人
事
課
及
び
公
立
学

校
共
済
組
合
か
ら
の
講
演
、

質
疑
応
答
、
情
報
交
換
な

ど
、
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

⑶
熊
本
か
る
た
会
及
び
日

本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部

連
合
会
へ
の
支
援
を
続
け

ま
し
た
。
10
月
28
日
か
ら

30
日
に
か
け
て
『
教
育
会

館
寄
席
』
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

４
会
場
、
５
つ
の
学
校

を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た

が
、と
て
も
好
評
で
し
た
。

⑷『
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
』は
、

４
・
５
月
は
「
堺
屋
佐
代

子
追
悼
作
品
展
」、
８
月

に
「
浜
田
知
明
パ
ネ
ル
展

（
特
別
企
画
）」
を
実
施
し

ま
し
た
。『
ア
ー
ト
の
ひ

ろ
ば
』17
期
は
11
月
に「
熊

本
市
退
職
教
職
員
作
品

展
」
を
12
月
は
「
松
野
郷

子
個
展
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

⑸
教
育
相
談
事
業
と
し
て

『
熊
本
県
教
育
文
化
総
合

研
究
所
の
相
談
事
業
』
へ

の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
上
半
期
事
業
報
告
（
概
要
）

内　　　容 前年同期 給付件数
1 誕生祝金 68件 41件
2 休職見舞金 3件 3件

3 入院見舞金
5日以上 120件 107件
30日以上 16件 14件
60日以上 16件 11件

4 医療プラン・初期入院（1日～ 4日） 6件 3件
5 退職祝金 ―　件 ―　件
6 満期祝品 ―　件 ―　件

給付　総件数 229件 179件
給付　総額 3,556,000円 2,824,000円

■ 特別給付金の給付状況 令和7年4月1日～令和7年9月30日

※今年度の退職祝金は204件（204万円）を10/27に振込、満期祝品は86件（43万円）を10/21に送付。

共済年度
（令和） 年次

生活保障 給付 介護保障 給付 医療プラン ３大疾病保障 入院＆手術一時金（入院) 入院＆手術一時金（手術）

件数
（件） 給付額（円） 件数

（件） 給付額（円） 件数
（件） 給付額（円） 件数

（件） 給付額（円）
件数
（件） 給付額（円） 件数

（件） 給付額（円）

2年度 36次 8 113,000,000 0 0 162 13,946,000 ― ― ― ― ― ―
3年度 37次 8 103,000,000 1 5,000,000 296 14,381,000 ― ― ― ― ― ―
4年度 38次 11 174,000,000 0　　 0 424 23,786,000 ― ― ― ― ― ―
5年度 39次 9 95,000,000 1　　5,000,000 169 12,807,000 1 3,000,000 6 500,000 7 700,000
6年度 40次 10 100,000,000 2　　10,000,000 149 9,152,000 0 0 17 1,000,000 24 1,400,000

※過去最高額　平成23年度（27次）：死亡・高度障害206,000,000円、令和４年度（38次）入院23,786,000円

■ 死亡・高度障害、介護、入院給付金 令和２年度～令和６年度　共済年度の推移
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